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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集合搬送波に対する搬送波固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　複数の集合搬送波から、サブフレームｉにおいて物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）送信を有する第１の搬送波を判定するステップと、
　前記複数の集合搬送波から、サブフレームｉにおいてＰＵＳＣＨ送信を有さない第２の
搬送波を判定するステップと、
【数１】

　式１にしたがって、第１のパワーヘッドルームを計算するステップであって、ＰCMAX_c

arrierは搬送波ごとの最大電力であり、ｋ1は前記第１の搬送波であり、および、ＰPUSCH

_UG（ｋ1，ｉ）は最大電力制限を課す前のサブフレームｉにおける前記第１の搬送波に対
する送信電力である、ステップと、

【数２】

　式２にしたがって、前記第２の搬送波に対する第２のパワーヘッドルームを計算するス
テップであって、ｋ2は前記第２の搬送波であり、および、ＰPUSCH_REF（ｋ2，ｉ）は基
準グラント割り当てにしたがって判定された送信電力である、ステップと
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　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
【数３】

　ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ｋは搬送波の最大数であり、ＰCMAXは総最大
送信電力であり、および、前記式３は、ワイヤレス送信／受信ユニットにおけるすべての
電力増幅器にわたるすべてのサブバンドまたは搬送波に対して使用されることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】

【数４】

になるように、すべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAXによって制
限されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
【数５】

　ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωはアクティブ搬送波の集合であり、ＰCMAX

は総最大送信電力であり、および、前記式５は、ワイヤレス送信／受信ユニットにおける
すべての電力増幅器にわたるすべてのサブバンドまたは搬送波に対して、サブフレームｉ
においてアクティブグラントを有する搬送波のサブセットに対して使用されることを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
【数６】

になるように、Ωにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAX

によって制限されることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
【数７】

　ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωmは搬送波グループｍの搬送波の集合であり
、および、ＰCMAX（ｍ）は搬送波グループｍに対する最大送信電力であることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項７】
【数８】

になるように、Ωmにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMA

X（ｍ）によって制限されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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【数９】

　ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωmは搬送波グループｍの搬送波の集合であり
、および、ＰCMAX（ｍ）は搬送波グループｍに対する最大送信電力であることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項９】

【数１０】

になるように、Ωmにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMA

X（ｍ）によって制限されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のパワーヘッドルームおよび前記第２のパワーヘッドルームを報告するステッ
プをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）は、
【数１１】

式１１にしたがって、搬送波ｋに対して定義され、ＭPUSCHはサブフレームに対するＰＵ
ＳＣＨリソース割り当ての帯域幅であり、αはセル固有のパラメータであり、ＰＬはパス
ロス推定値であり、ΔTFはトランスポート係数であり、および、ｆは搬送波固有の送信電
力または搬送波固有のパスロスの関数であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ＰCMAX_carrier（ｋ）は、前記搬送波の最大ＷＴＲＵ送信電力であることを特徴とする
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ＰCMAX_carrier（ｋ２）およびＰCMAX_carrier（ｋ１）の和は、前記複数の集合搬送波
に対するＰCMAX以下であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　サブフレームｉにおいてＰＵＳＣＨ送信を有さない第３の搬送波を判定するステップを
さらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
【数１２】

　式１２にしたがって、前記第３の搬送波に対する第３のパワーヘッドルームを計算する
ステップであって、ｋ3は前記第３の搬送波であり、および、ＰPUSCH_REF（ｋ3，ｉ）は
基準グラント割り当てにしたがって判定された送信電力である、ステップをさらに備える
ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のパワーヘッドルーム、前記第２のパワーヘッドルーム、および前記第３のパ
ワーヘッドルームを報告するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　搬送波固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　搬送波ごとの最大電力、ＰCMAX_carrierを計算するステップと、
　前記搬送波が有効なアップリンクグラントを有していないという条件で、
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式１３にしたがって、基準グラントを使用してパワーヘッドルームを計算するステップで
あって、
　ｋは搬送波番号であり、ｉは前記パワーヘッドルームが報告されることになるサブフレ
ームであり、および、ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）は、
ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）＝ｆ1_REF（ＰPUSCH_REF（ｎ，ｉ））＋α×（ＰＬ（ｋ）－ｆ2_R

EF（ＰＬ（ｎ）））（式１４）
として定義され、
　ｆ1_REF（＊）は基準搬送波固有のワイヤレス送信／受信ユニット送信電力の関数であ
り、ｎ≠ｋであり、搬送波ｎは有効なアップリンクグラントを有する搬送波の集合に属し
、αはセル固有のパラメータであり、ＰＬ（ｋ）は搬送波ｋについてのパスロス推定値で
あり、および、ｆ2_REF（＊）は基準搬送波固有のパスロスの関数である、ステップと、
　前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、
【数１３】

式１５に基づいており、ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ｋは搬送波の最大数で
あり、ＰCMAXは総最大送信電力であり、および、前記式１５は、ワイヤレス送信／受信ユ
ニットにおけるすべての電力増幅器わたるすべてのサブバンドまたは搬送波に対して使用
されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】

【数１４】

になるように、すべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAXによって制
限されることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、
【数１５】

式１７に基づいており、ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωはアクティブ搬送波
の集合であり、ＰCMAXは総最大送信電力であり、および、前記式１７は、ワイヤレス送信
／受信ユニットにおけるすべての電力増幅器にわたるすべてのサブバンドまたは搬送波に
対して、サブフレームｉにおいてアクティブグラントを有する搬送波のサブセットに対し
て使用されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
【数１６】

になるように、Ωにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAX

によって制限されることを特徴とする請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、
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【数１７】

式１９に基づいており、ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωmは搬送波グループｍ
の搬送波の集合であり、および、ＰCMAX（ｍ）は搬送波グループｍに対する最大送信電力
であることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２３】

【数１８】

になるように、Ωmにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMA

X（ｍ）によって制限されることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　搬送波グループ固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　搬送波ごとの最大電力、ＰCMAX_carrier（ｋ）を計算するステップと、
　前記搬送波グループにおける少なくとも１つの搬送波が有効なアップリンクグラントを
有しているという条件で、
【数１９】

式２１にしたがって、グループパワーヘッドルームを計算するステップであって、ｍは搬
送波グループ番号であり、ｉは前記搬送波グループにおける少なくとも１つの搬送波が有
効なアップリンクグラントを有するサブフレーム番号であり、Ωmは搬送波グループｍの
搬送波の集合であり、および、ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）は、最大電力制限を課す前のサブフ
レームｉにおける搬送波ｋに対する送信電力である、ステップと、
　前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２５】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、
【数２０】

式２２に基づいており、ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ｋは搬送波の最大数で
あり、ＰCMAXは総最大送信電力であり、および、前記式２２は、ワイヤレス送信／受信ユ
ニットにおけるすべての電力増幅器にわたるすべてのサブバンドまたは搬送波に対して使
用されることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
【数２１】

になるように、Ωにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAX

によって制限されることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、
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【数２２】

式２４に基づいており、ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωはアクティブ搬送波
の集合であり、ＰCMAXは総最大送信電力であり、および、前記式２４は、ワイヤレス送信
／受信ユニットにおけるすべての電力増幅器にわたる搬送波のサブセットに対して使用さ
れることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２８】

【数２３】

になるように、Ωにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAX

によって制限されることを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　搬送波グループ固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　搬送波ごとの最大電力、ＰCMAX_carrier（ｋ）を計算するステップと、
　前記搬送波グループにおいて有効なアップリンクグラントを有する搬送波がないという
条件で、
【数２４】

式２６にしたがって、基準グラントを使用してグループパワーヘッドルームを計算するス
テップであって、
　ｍは搬送波グループ番号であり、ｉは前記パワーヘッドルームが報告されることになる
サブフレーム番号であり、Ωmは搬送波グループｍの搬送波の集合であり、および、ＰPUS

CH_REF（ｋ，ｉ）は、

【数２５】

として定義され、
　ｆ1_REF（＊）は基準搬送波固有のＷＴＲＵ送信電力の関数であり、ｎ≠ｋであり、搬
送波ｎは有効なアップリンクグラントを有する搬送波の前記集合に属し、ａはセル固有の
パラメータであり、ＰＬ（ｋ）は搬送波ｋについてのパスロス推定値であり、および、ｆ

2_REF（＊）は基準搬送波固有のパスロスの関数である、ステップと、
　前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項３０】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、
【数２６】

式２８に基づいており、ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ｋは搬送波の最大数で
あり、ＰCMAXは総最大送信電力であり、および、前記式２８は、ワイヤレス送信／受信ユ
ニットにおけるすべての電力増幅器にわたるすべてのサブバンドまたは搬送波に対して使
用されることを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
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【数２７】

になるように、Ωにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAX

によって制限されることを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　搬送波ごとの前記最大電力を計算するステップは、

【数２８】

式３０に基づいており、
　ＢＷkは搬送波ｋに対する帯域幅であり、Ωmはアクティブ搬送波の集合であり、ＰCMAX

は総最大送信電力であり、および、前記式３０は、ワイヤレス送信／受信ユニットにおけ
るすべての電力増幅器にわたるすべてのサブバンドまたは搬送波に対して、サブフレーム
ｉにおいてアクティブグラントを有する搬送波のサブセットに対して使用されることを特
徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
【数２９】

になるように、Ωにおけるすべての搬送波ｋに対するＰCMAX_carrier（ｋ）の和がＰCMAX

によって制限されることを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　搬送波グループ固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　前記搬送波グループにおける少なくとも１つの搬送波が有効なアップリンクグラントを
有するという条件で、
【数３０】

式３２にしたがって、グループパワーヘッドルームを計算するステップであって、ｍは搬
送波グループ番号であり、ｉは前記搬送波グループにおける少なくとも１つの搬送波が有
効なアップリンクグラントを有するサブフレームであり、Ωmは搬送波グループｍの搬送
波の集合であり、ＰCMAX（ｍ）は搬送波グループｍに対する構成された最大許容ワイヤレ
ス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）送信電力であり、および、ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）は、
最大電力制限を課す前のサブフレームｉにおける搬送波ｋに対する送信電力である、ステ
ップと、
　前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項３５】
　搬送波グループ固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　前記搬送波グループにおいて有効なアップリンクグラントを有する搬送波がないという
条件で、

【数３１】

式３３にしたがって、基準グラントを使用してグループパワーヘッドルームを計算するス
テップであって、
　ｍは搬送波グループ番号であり、ｉは前記パワーヘッドルームが報告されることになる
サブフレーム番号であり、Ωmは搬送波グループｍの搬送波の集合であり、ＰCMAX（ｍ）
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は搬送波グループｍに対する構成された最大許容ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）送信電力であり、および、ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）は、
【数３２】

として定義され、
　ｆ1_REF（＊）は基準搬送波固有のＷＴＲＵ送信電力の関数であり、ｎ≠ｋであり、搬
送波ｎは有効なアップリンクグラントを有する搬送波の前記集合に属し、ａはセル固有の
パラメータであり、ＰＬ（ｋ）は搬送波ｋについてのパスロス推定値であり、および、ｆ

2_REF（＊）は基準搬送波固有のパスロスの関数である、ステップと、
　前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項３６】
　集合搬送波に対する搬送波固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、
　複数の集合搬送波から、有効なアップリンクグラントを有する第１の搬送波に対する第
１の最大電力を判定するステップと、
　前記第１の搬送波に対応する第１の送信電力を判定するステップと、
　前記第１の搬送波に対する第１のパワーヘッドルームを計算するステップと、
　前記複数の集合搬送波から、サブフレームｉにおいてＰＵＳＣＨ送信を有しない第２の
搬送波に対する第２の最大電力を判定するステップと、
　基準グラントを使用して前記第２の搬送波に対する第２のパワーヘッドルームを計算す
るステップと、
　前記計算された第１および第２のパワーヘッドルームを報告するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項３７】
　前記第１の搬送波は有効なアップリンクグラントを有し、および、前記第１の送信電力
は最大電力制限を課す前の前記第１の搬送波に対する送信電力を備えることを特徴とする
請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記第２の搬送波は有効なアップリンクグラントを有さないことを特徴とする請求項３
６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記第２の搬送波についてのパスロス推定値、有効なアップリンクグラントを有する少
なくとも１つの搬送波についてのパスロス、および、有効なアップリンクグラントを有す
る少なくとも１つの搬送波に対する送信電力に基づいて、基準送信電力を計算するステッ
プをさらに備えることを特徴とする請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　所定の基準値を使用して基準送信電力を計算するステップをさらに備えることを特徴と
する請求項３８に記載の方法。
【請求項４１】
　有効なアップリンクグラントを有する少なくとも１つの搬送波の少なくとも１つのパラ
メータを使用して、基準送信電力を計算するステップをさらに備えることを特徴とする請
求項３８に記載の方法。
【請求項４２】
　前記第１の搬送波に対する前記第１の最大電力は、より上位のレイヤ構成によって事前
定義されていることを特徴とする請求項３６に記載の方法。
【請求項４３】
　前記第１のパワーヘッドルームを計算するステップは、前記第１の最大電力と前記第１
の送信電力との間の差を判定するステップを備えることを特徴とする請求項３６に記載の
方法。
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【請求項４４】
　前記第２のパワーヘッドルームを計算するステップは、第２の最大電力と前記第２の搬
送波に対応する第２の送信電力との間の差を判定するステップを備えることを特徴とする
請求項３６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、ワイヤレス通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本開示は、ワイヤレス通信における、特に改良ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
－Ａ）に関するキャリアアグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｒｅｇａｔｉｏｎ）の
ためのアップリンク（ＵＬ）パワーヘッドルーム（ＰＨ）のレポーティングに関する。パ
ワーヘッドルームは、ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）の最大送信電力と、現
在のサブフレーム内での物理ＵＬ共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）送信のための推定電力との
差である。パワーヘッドルームレポート（ＰＨＲ）は、推定ＰＨを示すためにＷＴＲＵに
よって報告されるインデックスである。ＷＴＲＵは、拡張ノードＢ（ｅノードＢまたはｅ
ＮＢ）にＰＨＲを送り、拡張サービスは、そのＰＨＲを使用し、サブフレームあたりどれ
だけ多くのＵＬ帯域幅をそのＷＴＲＵが使用可能であるか判定することができる。
【０００３】
　より高いデータ転送速度とスペクトル効率を維持するために、３ＧＰＰロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）システムが３ＧＰＰリリース８（Ｒ８）に導入された。ＬＴＥ
をベースとする無線アクセスシステムの達成可能なスループット（回線容量）およびカバ
レージ（受信可能範囲サービスエリア）をさらに改善するために、またダウンリンク（Ｄ
Ｌ）方向およびＵＬ方向でそれぞれ１Ｇｂｐｓおよび５００Ｍｂｐｓというインターナシ
ョナル・モービル・テレコミュニケーション・アドバンスド（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ
：ＩＴＵにおける第４世代携帯電話の名称）の要件を満たすために、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎ
ｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）が現在３ＧＰＰ標準化団体において研究されている。
【０００４】
　ＬＴＥのＤＬ送信方式は、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）エアインターフェー
ス（無線インターフェース）に基づいている。ＬＴＥのＵＬ方向については、離散フーリ
エ変換－拡散ＯＦＤＭＡ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭＡ）に基づくシングルキャリア（ＳＣ）
送信が使用される。ＵＬにおけるシングルキャリア送信の使用は、ＯＦＤＭなどのマルチ
キャリア送信方式に比べて低いピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）または信号の（電力
増幅器の非線形性に関連する）キュービックメトリック（ｃｕｂｉｃ　ｍｅｔｒｉｃ）に
よって動機付けられている。
【０００５】
　柔軟に展開するために、ＬＴＥシステムは、１．４ＭＨｚ、３ＭＨｚ、５ＭＨｚ、１０
ＭＨｚ、１５ＭＨｚ、または２０ＭＨｚのスケーラブル（拡張可能）な送信帯域幅をサポ
ートしている。ＬＴＥシステムは、周波数分割複信（ＦＤＤ）モード、時分割複信（ＴＤ
Ｄ）モード、またはハーフデュプレックス（半二重）ＦＤＤモードで動作することができ
る。
【０００６】
　ＬＴＥシステムでは、各無線フレーム（１０ｍｓ）が、１ｍｓの等しいサイズのサブフ
レーム１０個からなる。各サブフレームは、それぞれ０．５ｍｓの等しいサイズのタイム
スロット２個からなる。タイムスロット（時間帯）あたり７個または６個のＯＦＤＭシン
ボル（標識信号）があり得る。７個のシンボルは、標準サイクリックプレフィックス（ｎ
ｏｒｍａｌ　ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）長で使用され、代替システム構成におけるタ
イムスロットあたり６個のシンボルは、拡張サイクリックプレフィックス（ｅｘｔｅｎｄ
ｅｄ　ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）長で使用することができる。ＬＴＥシステムのため
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の副搬送波間隔は、１５ｋＨｚである。また、７．５ｋＨｚを使用する代替の縮小副搬送
波間隔モードも可能である。リソース要素（ＲＥ）は、１つのＯＦＤＭシンボル間隔中の
１つの副搬送波にちょうど対応する。０．５ｍｓタイムスロット中の１２個の連続する副
搬送波が、１つのリソースブロック（ＲＢ）を構成する。したがって、タイムスロットあ
たり７個のシンボルの場合、各ＲＢは、１２×７＝８４個のＲＥからなる。ＤＬ搬送波（
ＤＬキャリアとも称する）は、最小６個のリソースブロック（ＲＢ）から最大１１０個の
ＲＢまでに及ぶ、拡縮可能な数のＲＢからなることができる。これは、およそ１ＭＨｚか
ら２０ＭＨｚまでの拡縮可能な送信帯域幅全体に対応するが、通常、１組の共通の送信帯
域幅、たとえば１．４ＭＨｚ、３ＭＨｚ、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、１５ＭＨｚ、または２
０ＭＨｚが指定される。ＬＴＥにおける動的スケジューリングのための基本的な時間領域
（タイムドメイン）単位は、２つの連続するタイムスロットからなる１つのサブフレーム
である。これはＲＢ対と呼ばれる。いくつかのＯＦＤＭシンボル上のある副搬送波が、時
間－周波数グリッド内でパイロット信号を担持するように割り当てられる。送信帯域幅の
エッジにある所与の数の副搬送波は、スペクトルマスク要件を遵守するために送信されな
い。
【０００７】
　ＤＬ方向では、送信帯域幅全体にわたってどこでもそのデータを受信できるように、Ｗ
ＴＲＵを、ｅノードＢによって割り当てることができ、たとえばＯＦＤＭＡ方式が使用さ
れる。ＤＬは、スペクトルの中央に未使用の直流（ＤＣ）オフセット副搬送波を有する。
【０００８】
　ＵＬ方向では、ＬＴＥはＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭＡ、または同等にＳＣ－ＦＤＭＡ送信に
基づいている。その目的は、ＯＦＤＭＡ送信フォーマットに比べて低いＰＡＰＲを達成す
ることである。概念上、ＬＴＥのＤＬ方向では、ＷＴＲＵはＬＴＥ送信帯域幅全体におけ
る周波数領域にわたってどこでもその信号を受信することができるが、ＵＬでのＷＴＲＵ
は、ＦＤＭＡ構成で、割り当てられた副搬送波の、限られた連続するセット上でのみ送信
することができる。この原理は、シングルキャリア（ＳＣ）ＦＤＭＡと呼ばれる。たとえ
ば、ＵＬにおけるＯＦＤＭ信号またはシステム帯域幅全体が１番から１００番の副搬送波
で構成されている場合、第１のＷＴＲＵは、副搬送波１～１２上でそれ自体の信号を送信
するように割り当てられる可能性があり、第２のＷＴＲＵは、副搬送波１３～２４上で送
信することができ、以下同様である。ｅノードＢは、１つまたは複数のＷＴＲＵから同時
に、送信帯域幅全体にわたって複合ＵＬ信号を受信するが、各ＷＴＲＵは、使用可能な送
信帯域幅のサブセット内にのみ送信することができる。したがって、原理上、ＬＴＥにお
けるＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭＡは、ＷＴＲＵに割り当てられる時間－周波数リソースが１組
の周波数の連続する副搬送波からなるという追加の制約を有する従来の形態のＯＦＤＭ送
信と見ることができる。ＬＴＥのＵＬには、（ＤＬとは異なり）ＤＣ副搬送波がない。１
つの動作モードにおいて、ＷＴＲＵによるＵＬ送信に周波数ホッピングを適用することが
できる。
【０００９】
　ＬＴＥ－Ａに対して提案されている１つの改良は、キャリアアグリゲーション、および
柔軟な帯域幅のサポートである。これらの変更に関する１つの動機は、ＤＬおよびＵＬ送
信帯域幅がＲ８　ＬＴＥの最大２０ＭＨｚを超えることができるようにすること、たとえ
ば４０ＭＨｚ帯域幅を可能にすることである。第２の動機は、使用可能な対のスペクトル
をより柔軟に使用することを可能にすることである。たとえば、Ｒ８　ＬＴＥは、対称的
な対のＦＤＤモードで動作するように制限されており、たとえば、ＤＬとＵＬは共に、そ
れぞれ送信帯域幅において１０ＭＨｚまたは２０ＭＨｚであるが、ＬＴＥ－Ａは、ＤＬ１
０ＭＨｚとその対のＵＬ５ＭＨｚなど、非対称構成で動作することができる。さらに、Ｌ
ＴＥ－Ａの場合、複合アグリゲート送信帯域幅、たとえばＤＬにおいて第１の２０ＭＨｚ
搬送波および第２の１０ＭＨｚ搬送波と、その対のＵＬ２０ＭＨｚ搬送波なども可能とす
ることができる。複合アグリゲート送信帯域幅は、必ずしも周波数領域において連続的で
なくてもよく、たとえば、上記の例における第１の１０ＭＨｚコンポーネントキャリアは
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、ＤＬ帯域において第２の５ＭＨｚのＤＬコンポーネントキャリアから２２．５ＭＨｚ離
隔されてもよい。あるいは、連続アグリゲート送信帯域幅での動作も可能とすることがで
き、たとえば、２０ＭＨｚの第１のＤＬコンポーネントキャリアが、連続する１０ＭＨｚ
ＤＬコンポーネントキャリアと集合され（アグリゲートされ、とも称する）、２０ＭＨｚ
のＵＬ搬送波と対にされる。
【００１０】
　ＬＴＥ－Ａキャリアアグリゲーション、および柔軟な帯域幅のサポートのための異なる
構成の例が図１に示されている。図１ａは、３つのコンポーネントキャリアを示しており
、そのうちの２つが連続的なものであり、第３のものが連続的でない。図１ｂおよび図１
ｃは、共に３つの連続コンポーネントキャリアを示す。集合コンポーネントキャリア（ア
グリゲート化コンポーネントキャリアとも称する）を組み込むためにＬＴＥ　Ｒ８送信構
造／フォーマットを拡張するための２つの選択肢がある。１つの選択肢は、ＤＦＴプリコ
ーダをアグリゲート帯域幅、たとえば図１ｂ、および図１ａの右側に示されているように
信号が連続的である場合、コンポーネントキャリアすべてにわたって適用することである
。第２の選択肢は、図１ｃに示されているように、コンポーネントキャリア１つだけにつ
いてＤＦＴプリコーダ（ｐｒｅｃｏｄｅｒ）を適用することである。図１ｃに示されてい
るように、異なる搬送波が異なる変調方式と符号化方式の組合せ（ＭＣＳ、すなわち搬送
波固有のＭＣＳ）を有することができることに留意されたい。
【００１１】
　Ｒ８　ＬＴＥシステムのＵＬ方向では、ＷＴＲＵがそれぞれのデータ（および場合によ
ってはそれぞれの制御情報）をＰＵＳＣＨ上で送信する。ＰＵＳＣＨ送信は、ＵＬスケジ
ューリンググラント（ＵＬ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｇｒａｎｔ)を使用してｅノードＢ
によってスケジューリングおよび制御され、ＵＬスケジューリンググラントは、物理ＤＬ
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）フォーマット０上で担持される。ＵＬスケジューリンググラ
ントの一部として、ＷＴＲＵは、変調方式と符号化方式の組合せ（ＭＣＳ）、送信電力制
御（ＴＰＣ）コマンド、ＵＬリソース割当て（すなわち、割り当てられたリソースブロッ
クのインデックス）などを含む制御情報を受け取る。ＷＴＲＵは、そのＰＵＳＣＨを、割
り当てられたＵＬリソース上で、対応するＭＣＳを用いて、ＴＰＣコマンドによって制御
される送信電力で送信する。
【００１２】
　ＵＬのＷＴＲＵ送信をスケジューリングするために、ｅノードＢのスケジューラは、あ
るリソース割当てのために適切なトランスポートフォーマット（すなわち、ＭＣＳ）を選
択する必要がある。このために、スケジューラは、スケジューリングされたＷＴＲＵに関
してＵＬリンク品質を推定することができる必要がある。
【００１３】
　これは、ｅノードＢがＷＴＲＵの送信電力についての認識を必要とする。ＬＴＥでは、
推定ＷＴＲＵ送信電力は、ＤＬパスロス（ｐａｔｈ　ｌｏｓｓ:伝搬損失とも称する）の
ＷＴＲＵの推定値を除いてｅノードＢが式内のすべての成分について認識しているある式
に従って計算される。ＬＴＥでは、ＷＴＲＵは、そのＤＬパスロスを測定し、それをＰＨ
測定報告量（ＰＨ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｑｕａｎｔｉｔｙ）
の形態でｅノードＢについて報告する。これは、適切なＵＬスケジューリングを実施する
ためにノードＢについても報告される、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）リリース
６におけるＰＨ報告の概念と同様である。
【００１４】
　ＬＴＥでは、ＰＨ報告手順を使用し、（正のＰＨ値の場合）、ＷＴＲＵの送信電力と最
大ＷＴＲＵ送信電力との差についての情報を、サービングｅノードＢに提供する。この情
報はまた、ＵＬ電力制御式に従って計算されたＷＴＲＵ送信電力が最大ＷＴＲＵ送信電力
を超えたとき（負のＰＨ値の場合）、最大ＷＴＲＵ送信電力とその計算されたＷＴＲＵ送
信電力との差を含むことができる。
【００１５】
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　上述のように、ＬＴＥではシングルコンポーネントキャリアが使用され、したがって、
ＷＴＲＵのＰＨの定義は、１つの搬送波に基づいている。サブフレームｉでのＰＵＳＣＨ
送信のためのＷＴＲＵ送信電力ＰPUSCHは、
　PPUSCH(i)=min{PCMAX,10log10(MPUSCH(i))＋P0_PUSCH(j)＋α(j)×PL＋ΔTF(i)＋f(i)}
 　式（１）
によって定義される。
【００１６】
　上式でＰCMAXは、設定された最大許容ＷＴＲＵ送信電力である。ＰCMAXは、ＷＴＲＵパ
ワークラス（最大出力での区分わけ）、許容差（交差、許容値ともいう）および調整、な
らびにｅノードＢによってＷＴＲＵにシグナリングされる最大許容送信電力に依存する。
【００１７】
　ＭPUSCH（ｉ）は、サブフレームｉに対して有効なリソースブロックの数で表されたＰ
ＵＳＣＨリソース割当ての帯域幅である。
【００１８】
　Ｐ0_PUSCH（ｊ）は、セル固有の公称成分Ｐ0_NOMINAL_PUSCH（ｊ）とＷＴＲＵ固有の成
分Ｐ0_UE_PUSCH（ｊ）の和である。Ｐ0_NOMINAL_PUSCH（ｊ）は、ｊ＝０およびｊ＝１に
ついて、［－１２６，２４］ｄＢｍの範囲において１ｄＢ分解能で、より上位の層からシ
グナリングされ、Ｐ0_UE_PUSCH（ｊ）は、ｊ＝０およびｊ＝１について、［－８，７］ｄ
Ｂの範囲において１ｄＢ分解能で、無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成される。設
定されたスケジューリンググラントに対応するＰＵＳＣＨ（再）送信についてはｊ＝０で
あり、新しいパケット送信に関連する、ＤＣＩフォーマット０を有する受信されたＰＤＣ
ＣＨに対応するＰＵＳＣＨ（再）送信についてはｊ＝１である。ランダムアクセス応答グ
ラントに対応するＰＵＳＣＨ（再）送信についてはｊ＝２である。Ｐ0_UE_PUSCH（２）＝
０であり、Ｐ0_NOMINAL_PUSCH（２）＝Ｐ0_PRE＋ΔPREAMBLE_Msg3であり、この式でＰ0_P

REおよびΔPREAMBLE_Msg3は、より上位の層からシグナリングされる。
【００１９】
　Ｊ＝０または１について、α∈｛０，０．４，０．５，０．６，０．７，０．８，０．
９，１｝は、より上位の層から提供される３ビットのセル固有のパラメータである。Ｊ＝
２については、α（ｊ）＝１である。
【００２０】
　ＰＬは、ＷＴＲＵによって計算されるＤＬパスロス推定値である。
【００２１】
　ＫS＝１．２５について
【００２２】
【数１】

【００２３】
であり、ＫS＝０についてΔTF（ｉ）＝０であり、この式で、ＫSは、ＲＲＣによって与え
られるＷＴＲＵ固有のパラメータである。ＵＬ共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）データなし
でＰＵＳＣＨを介して送られる制御データについて
【００２４】

【数２】

【００２５】
であり、この式で、ＯCQIは、ＣＲＣビットを含めて、ＣＱＩビットの数であり、ＮREは
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、リソース要素の数である。他の場合については
【００２６】
【数３】

【００２７】
であり、この式で、Ｃは、コードブロックの数であり、Ｋrは、コードブロックｒのため
のサイズである。ＵＬ－ＳＣＨなしでＰＵＳＣＨを介して送られる制御データについて
【００２８】

【数４】

【００２９】
であり、他の場合については
【００３０】
【数５】

【００３１】
である。
【００３２】
　ＴＰＣコマンドの累積が、より上位の層によって提供されるＷＴＲＵ固有のパラメータ
Ａｃｃｕｍｕｌａｔｉｏｎ－ｅｎａｂｌｅｄに基づいて使用可能にされていない場合、ｆ
（ｉ）＝δPUSCH（ｉ－ＫPUSCH）である。δPUSCHは、ＴＰＣコマンドとも呼ばれるＷＴ
ＲＵ固有の修正値であり、ＰＤＣＣＨ内でＷＴＲＵにシグナリングされる。ＫPUSCHは、
現在のサブフレームｉ内のｆ（ｉ）の値が現在のサブフレームｉよりＫPUSCHフレーム前
に受信されたδPUSCH値であるようなサブフレームオフセットである。ＦＤＤについては
ＫPUSCH＝４であり、ＴＤＤについては、ＫPUSCHの値は変動する。
【００３３】
サブフレームｉについてのＷＴＲＵ　ＰＨは、
　PH(i)=PCMAX-{10log10(MPUSCH(i))＋P0_PUSCH(j)＋α(j)×PL＋ΔTF(i)＋f(i)}　　　
　式（２）
によって定義される。
【００３４】
　どの最大送信電力制限をも考慮しない、ＵＬスケジューリンググラント（無線ベアラ（
ＲＢ）割当て、ＭＣＳ、および電力制御コマンドを含む）によって必要とされる、サブフ
レームｉ内のＰＵＳＣＨについてのＷＴＲＵ送信電力は、ＰPUSCH_UG（ｉ）として示され
、
　PPUSCH_UG(i)=10log10(MPUSCH(i))＋P0_PUSCH(j)＋α(j)×PL＋ΔTF(i)＋f(i)　　　　
式（３）
として定義される。
【００３５】
　したがって、式１におけるＰＵＳＣＨ上の実際のＷＴＲＵ送信電力は、
ＰPUSCH（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰCMAX，ＰPUSCH_UG（ｉ）｝　　　　式（１）
と書き換えることができる。
【００３６】
　式２におけるＬＴＥについてのＰＨ式は、
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ＰＨ（ｉ）＝ＰCMAX－ＰPUSCH_UG（ｉ）　　　　式（５）
と書き換えることができる。
【００３７】
　ＬＴＥにおけるＰＨの既存の定義は、Ｒ８　ＬＴＥによって提供されるＳＣ－ＦＤＭＡ
（またはＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭＡ）エアインターフェースの特定の場合のために設計され
ている。したがって、その定義は、特に１つのコンポーネントキャリアだけに当てはまり
、ＷＴＲＵによって、そのＵＬ方向全体について、また単一の多元接続方式（１つの送信
アンテナＳＣＦＤＭＡ）について１つの値が測定され報告されることになるにすぎない。
しかし、この手法は、キャリアアグリゲーション、新しい多元接続方式、ＭＩＭＯ方式を
使用する、または柔軟な帯域幅構成で動作するときのＬＴＥ－Ａシステムであって、ＷＴ
ＲＵに対してＵＬ送信を適切な送信電力レベルでスケジューリングおよび割当てするため
に、ｅノードＢが複数のコンポーネントキャリアおよび／または複数の電力増幅器（ＰＡ
）についてＰＨ情報を知る必要がある、ＬＴＥ－Ａシステムには適用可能でない。
【００３８】
　たとえば、３つの搬送波がＬＴＥ－Ａシステムで集合され使用されているとする。ＷＴ
ＲＵは、異なる搬送波上で異なる最大送信電力を有することも、異なる搬送波上で異なる
送信電力レベルを引き起こす異なるパスロス値および／または開ループ電力制御パラメー
タを有することもある。１つのサブフレームでは、ｅノードＢは、２つの搬送波（たとえ
ば、搬送波１および搬送波２）上で送信するようにＷＴＲＵをスケジューリングすること
ができる。これらの２つの搬送波が異なる送信電力を有することを考えると、単一のＰＨ
値は、２つの搬送波のそれぞれにおける、ＷＴＲＵの最大送信電力と（電力制御式に従っ
て）計算された送信電力との差を示すことはできないことになる。さらに、ｅノードＢが
搬送波３上で将来のＵＬ送信をスケジューリングしたいと望むとき、搬送波３に関するＰ
Ｈ情報はわからないことになる（ＬＴＥの概念によれば、ＰＨが報告されない可能性があ
るからである）。搬送波３が搬送波１および搬送波２と連続していない場合、搬送波３上
のＤＬパスロスは、搬送波１および搬送波２上のＰＨから確実に導出することができない
。不連続キャリアアグリゲーションにおけるパスロス差は、７ｄＢまたは９ｄＢ超など、
大きなものとなり得る。これにより、ｅノードＢがＵＬ送信を、最適化された電力レベル
でスケジューリングすることは困難になる。というのは、ＷＴＲＵによって測定および報
告されるＰＨ値が、そのＷＴＲＵに割り当てられたＵＬ搬送波すべてに等しく有効な、代
表的なメトリックでないからである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３９】
　既存の、報告されるＰＨ値が複数の搬送波に対処するのに十分でないことに加えて、Ｐ
Ｈ報告に関するシグナリングもまた不十分である。ＬＴＥシステムでは、セル帯域幅全体
に対するＷＴＲＵによる単一値ＰＨＲの送信は、周期的（ＰＥＲＩＯＤＩＣ＿ＰＨＲ＿Ｔ
ＩＭＥＲによって制御される）、最後のＰＨＲ以来、パスロスがＤＬ＿Ｐａｔｈｌｏｓｓ
Ｃｈａｎｇｅ　ｄＢを超えて変化し、最後のレポート以来、予め定義された時間が経過し
た場合（ＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲによって制御される）、または周期的な
ＰＨＲの構成および再構成時のうちの１つでトリガされる。ＰＨＲを送信することができ
るときまでに複数のイベントが発生した場合でさえ、１つのＰＨＲしかＭＡＣプロトコル
データユニット（ＰＤＵ）に含まれない。
【００４０】
　キャリアアグリゲーションを組み込んでいるＬＴＥ－Ａシステムにおいて複数の搬送波
がＷＴＲＵに割り当てられるとき、代表的なＰＨ情報を推定および報告するための方法お
よび手順が求められている。さらに、ＰＨ情報の送信およびシグナリングもまた、ＬＴＥ
－Ａにおける効率的なＰＨ報告をサポートするように対処されることが求められている。
【課題を解決するための手段】
【００４１】
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　パワーヘッドルームを報告するための方法が開示される。パワーヘッドルームは、搬送
波全部（広帯域）にわたって、特定の搬送波について、または搬送波群について報告する
ことができる。パワーヘッドルームを計算するために使用される式は、搬送波（または搬
送波群内の搬送波）が有効なアップリンクグラントを有するかどうかに依存する。搬送波
または搬送波群が有効なアップリンクグラントを有していない場合、パワーヘッドルーム
は、基準グラントに基づいて計算されてもよい。パワーヘッドルームは、ワイヤレス送信
／受信ユニットによって計算され、ｅノードＢに報告される。
【００４２】
　より詳細な理解を、添付の図面と共に、例として与えられている以下の説明から得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１ａ】ＬＴＥ－Ａキャリアアグリゲーションのための様々な構成例を示す図である。
【図１ｂ】ＬＴＥ－Ａキャリアアグリゲーションのための様々な構成例を示す図である。
【図１ｃ】ＬＴＥ－Ａキャリアアグリゲーションための様々な構成例を示す図である。
【図２】広帯域ＰＨ報告のための方法の流れ図である。
【図３】搬送波固有のＰＨ報告または搬送波群固有のＰＨ報告のための方法の流れ図であ
る。
【図４】ＬＴＥワイヤレス通信システム／アクセスネットワークを示す図である。
【図５】図４のワイヤレス通信システムの典型的なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　「ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語は、以下で参照されたとき
、それだけには限らないが、ユーザイクイップメント（ＵＥ）、移動局、固定型もしくは
移動型加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、個人用の携帯情報端末（ＰＤＡ）、コン
ピュータ、またはワイヤレス環境内で動作することが可能な任意の他のタイプのユーザデ
バイスを含む。「基地局」という用語は、以下で参照されたとき、それだけには限らない
が、ｅノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、またはワイヤレス環
境内で動作することが可能な任意の他のタイプのインターフェース用デバイスを含む。
【００４５】
　ＷＴＲＵの最大送信電力は、ＷＴＲＵパワークラス定義、より上位の層構成によって提
供される１つまたは複数の許容値、またはＷＴＲＵのＰＡ（１つまたは複数）による制限
の任意の組合せによって制限される可能性がある。ｅノードＢは、より上位の層のシグナ
リング（たとえば、ＲＲＣシグナリング）を使用して、最大ＷＴＲＵ送信電力を、搬送波
あたり、搬送波群あたり、または搬送波すべてについて構成することができる。
【００４６】
　搬送波群に関して、１つのグループ化方法は、連続する搬送波が共にグループ化される
ようにするものである。第２の方法は、複数の搬送波が同じＰＡを共用しているとき、そ
れらの搬送波をグループとすることができるようにするものである。ＷＴＲＵが、異なる
ＵＬ搬送波を制御する異なるＰＡを有する場合には、ＷＴＲＵは、最初のネットワークア
クセス（ＲＲＣ接続設定）時、ハンドオーバ（ＲＲＣ接続再設定）時、または他のＲＲＣ
再確立イベント時に、搬送波とのＰＡ関連付け（ＰＡアソシェーションとも称する）を報
告することが必要となり得る。
【００４７】
　あるいは、搬送波とのＰＡ関連付け（すなわち、ＣＣ対ＰＡマッピング）は、そのマッ
ピングがｅノードＢ内で決定される場合、より上位の層のシグナリングを介して、ｅノー
ドＢによって提供されてもよい。たとえば、ＷＴＲＵがＬ個のＰＡ（ただしＬ≧１）を使
用してＪ個のコンポーネントキャリア（ＣＣ）（ただしＪ≧１）上で送信する場合を考え
てみる。Ｊ個のＣＣ対Ｌ個のＰＡのマッピングは、そのマッピングがＷＴＲＵ内で決定さ
れる場合、ＷＴＲＵによってｅノードＢにシグナリングすることができる。あるいは、こ
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のマッピングは、そのマッピングがｅノードＢ内で決定される場合、ｅノードＢによって
ＷＴＲＵにシグナリングされてもよい。あるいは、このマッピングは、ＷＴＲＵ種類およ
び／または搬送波割当てなど構成の機能に応じた、予め定義された規則に基づいて、ＷＴ
ＲＵとｅノードＢによって独立に導出されてもよい。ＷＴＲＵにおけるＰＡの数は、たと
えばＷＴＲＵによってＷＴＲＵ能力情報の一部としてシグナリングされるＷＴＲＵ種類情
報からｅノードＢによって導出可能なものとすることができる。あるいは、ＷＴＲＵは、
ＰＡの数およびそれらの特性、たとえば最大送信電力をｅノードＢに明示的にシグナリン
グすることができる。
【００４８】
　ＰＨを定義および計算することは、ＷＴＲＵ最大送信電力と、特定の搬送波について、
または別個のＰＡに関連付けられた搬送波にわたって、または搬送波全部にわたって定義
することができるＵＬ電力制御式に従って計算されたＷＴＲＵ送信電力との差を反映する
ことを必要とする。最大送信電力制限について３つの基本的なシナリオが定義されている
。これらのシナリオのそれぞれについて、ＰＨを計算および報告するための方法が提供さ
れる。ＰＨ計算および報告は、ＷＴＲＵによって実施される。
【００４９】
シナリオ１
　すべての集合搬送波（アグリゲート化キャリアとも称する）上のＷＴＲＵの送信電力の
和が、予め定義された、かつ／または設定された最大送信電力ＰCMAXの対象である。ＬＴ
Ｅの場合と同様に、ＰCMAXは、ＷＴＲＵパワークラス、許容差および調整、ならびにｅノ
ードＢによってＷＴＲＵにシグナリングされる最大許容送信電力（おそらくは搬送波群あ
たり）の何らかの組合せに依存する可能性がある。このシナリオは、すべての集合搬送波
上のＷＴＲＵ送信信号増幅／電力を制御する無線周波数（ＲＦ）ＰＡが１つだけある場合
、または最大送信電力が、より上位の層のシグナリングによって搬送波すべてについて構
成される場合に対応することができる。このシナリオでは、すべての集合搬送波上のＷＴ
ＲＵの送信電力の和が、ＰCMAXに制限される。
【００５０】
方法１．Ａ
　この方法では、サブフレームｉ内のＷＴＲＵについての広帯域ＰＨが
【００５１】
【数６】

【００５２】
として定義される。
【００５３】
　上式で、ｋは、ｋ＝１，．．．，Ｋの範囲にある搬送波番号であり、Ωは、アクティブ
搬送波（活動状態の搬送波）の集合（それぞれがサブフレームｉについてのＵＬグラント
（ＵＬ送信許可）を有する）であり、ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）は、電力制限を考慮する前に
、サブフレームｉ内で、搬送波ｋ上で送信されるＰＵＳＣＨに関する送信電力である。Ｐ
Ｈは、ＷＴＲＵに対する現在のＵＬグラント（１つまたは複数）（異なるＵＬグラントが
異なる搬送波に割り当てられる可能性がある）に基づいて、特定の送信についてＷＴＲＵ
によって計算される。
【００５４】
ＷＴＲＵにとって使用可能な帯域幅の量、または変調方式と符号化方式の組合せ（ＭＣＳ
）レベルを増大または減少させることによってｅノードＢがＵＬグラントを変更するとき
、ｅノードＢは、報告されたＰＨに基づいてＷＴＲＵの使用可能な電力を知る。この広帯
域ＰＨ報告には、単一の値を報告することによってシグナリングオーバーヘッドを最小限
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【００５５】
方法１．Ｂ
　この方法では、搬送波あたりのＰＨが定義される。サブフレームｉ内の有効なＵＬグラ
ントを有する（したがってＰＵＳＣＨ送信を有する）各ＵＬ搬送波ｋについて、そのＰＨ
は、
ＰＨ（ｋ，ｉ）＝ＰCMAX_carrier（ｋ）－ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）　　　　式（７）
として定義される。
【００５６】
　上式で、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、ｋ番目の搬送波の、設定された最大ＷＴＲＵ送信電
力であり、
【００５７】
【数７】

【００５８】
または
【００５９】

【数８】

【００６０】
として定義することができる。
【００６１】
　上式で、ＢＷkは、搬送波ｋについての帯域幅である。式７ａにおけるＰCMAX_carrier

（ｋ）の定義は、ＷＴＲＵのＰＡ全部にわたってすべてのサブバンドまたは搬送波（ｋ＝
１，．．．，K）に使用される。式７ｂにおけるＰCMAX_carrier（ｋ）の定義は、たとえ
ば同じＰＡを共用する搬送波のサブセット（すなわち、集合Ω内の搬送波）に使用される
。各搬送波が同じ帯域幅を有するとき、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、当該の搬送波すべてに
ついて同一である。あるいは、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、各搬送波ｋについて異なるよう
に、または独立に構成されてもよいが、すべての搬送波ｋ、またはΩ内のｋについてのＰ

CMAX_carrier（ｋ）の和は、総最大送信電力ＰCMAXの対象であり、すなわち、式（７ａ）
について
【００６２】

【数９】

【００６３】
、および式（７ｂ）について
【００６４】
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【数１０】

【００６５】
である。あるいは、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、簡単にするために、ｋすべてについて一定
の値に設定されてもよい。
【００６６】
　上述のように、ＰＨは、各ＵＬコンポーネントキャリアについてＷＴＲＵに与えられた
現在のＵＬグラントに基づいて、ＷＴＲＵによって計算されてもよく、このＵＬグラント
は、ｅノードＢによってＷＴＲＵに提供される。式７がこの場合である。あるいは、現在
のグラントが与えられていない場合、代わりに最近または最新のＵＬグラントを同じ式内
で使用することができる。あるいは、ＰＨは、実際のグラントに基づくのではなく、基準
ＵＬスケジューリンググラントを使用することによって計算されてもよい。たとえば、Ｐ
ＨRG（ｋ，ｉ）＝ＰCMAX_carrier（ｋ）－ＰPUSCH_RG（ｋ，ｉ）であり、この式で、ＰPU

SCH_RG（ｋ，ｉ）は、ＵＬ送信が行われる搬送波ｋ内の基準グラント割当てに基づいて決
定することができる送信電力である。基準グラントは、ＰＨを報告するとき使用する基準
としてＷＴＲＵとｅノードＢが事前に合意している（たとえば、予め定義されている、シ
グナリングされる）と仮定したものである。
【００６７】
　ＵＬグラントを有していない各ＵＬ搬送波ｋについて、ＷＴＲＵは、任意選択でそのＰ
Ｈを報告することができ、そのＰＨは、以下のように基準グラントパラメータ（ＰＵＳＣ
Ｈ割当て、トランスポートフォーマットなど）に基づいて決定される。
ＰＨ（ｋ，ｉ）＝ＰCMAX_carrier（ｋ）－ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）　　　　式（８）
【００６８】
　上式で、ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）は
ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）＝ｆ1_REF（ＰPUSCH_REF（ｎ，ｉ））＋α×（ＰＬ（ｋ）－ｆ2_R

EF（ＰＬ（ｎ）））　　　　式（９）
として定義される。
【００６９】
　上式で、ｎ≠ｋであり、搬送波ｎは、有効なアップリンクグラントを有する搬送波の集
合に属する。αは、セル固有のパラメータである。ＰＬ（ｋ）は、搬送波ｋ上の、ＷＴＲ
Ｕによって計算されるパスロス推定値である。異なる搬送波間のパスロスの分散が著しく
異ならない場合（たとえば、１ｄＢ未満）、簡単にするために、これらの搬送波について
単一のＰＬ値を使用することができる。搬送波ｎは、有効なＵＬグラントを有する搬送波
の集合に属し、ｆ1_REF（＊）は、基準用の搬送波固有のＷＴＲＵ送信電力の関数であり
、ｆ2_REF（＊）は、基準用の搬送波固有のパスロスの関数である。基準関数は、それだ
けには限らないが、固定の値の基準、有効なＵＬグラントを有するＵＬ搬送波のうちの１
つのパラメータ、または有効なＵＬグラントを有するＵＬ搬送波すべてのパラメータの平
均値、のうちのいずれか１つとすることができる。
【００７０】
方法１．Ｃ
　この方法では、搬送波のグループあたりのＰＨが定義される。具体的には、連続する搬
送波、または同じＰＡを共用する搬送波を共にグループ化することができる。搬送波群ｍ
が、Ωmとして示される搬送波の集合を有するとする。グループ内の搬送波のうちの少な
くとも１つについてＵＬグラントを有する各ＵＬ搬送波群ｍについて、そのＰＨは、
【００７１】
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【数１１】

【００７２】
として定義される。
【００７３】
　上式で、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、式７ａまたは式７ｂの場合と同様に定義される。有
効なＵＬグラントのない特定の搬送波について、その送信電力はゼロとすることができる
（すなわち、サブフレームｉ内でＵＬグラントを有していない搬送波ｋについてＰPUSCH_

UG（ｋ，ｉ）＝０である）。
【００７４】
　グループ内のどの搬送波についてもＵＬグラントを有していない各ＵＬ搬送波群ｍにつ
いて、その搬送波群に関するＰＨは、基準グラントパラメータに基づいて決定および報告
されてもよい。すなわち、
【００７５】

【数１２】

【００７６】
　典型的には、搬送波群固有のＰＨ報告は、グループ内の搬送波が連続的であり（またお
そらくは同様のＵＬグラントを有し）、その結果、それらの送信電力レベルが互いに近い
（ＰＨ値が互いに同様のものになる）場合に使用することができる。搬送波群固有のＰＨ
報告の場合、ＰＨ報告オーバーヘッドは、搬送波固有のＰＨ報告の場合よりも小さい。
【００７７】
方法１．Ｄ
　広帯域と搬送波（または搬送波群）固有の方法とを組合せて使用することができる。た
とえば、広帯域ＰＨおよび搬送波固有のＰＨ値を報告すること、および広帯域ＰＨおよび
搬送波群固有のＰＨ値を報告することである。
【００７８】
　組合せ報告には利点があることがあり、それはｅノードＢ内での通信の性質によって決
まる。各搬送波が、おそらくはそれ自体のＵＬグラントを用いて別々に送信される場合、
（広帯域ＰＨレポートを介して）総送信電力測定値を、（ＣＣ固有のＰＨレポートを介し
て）搬送波固有の送信電力測定値と共に提供するという利点があり得る。組合せレポート
を使用することにより、ｅノードＢは、この情報を、ｅノードＢ内でのＰＨレポートの追
加の内部処理を必要とすることなしに得ることができる。ｅノードＢは、ＷＴＲＵがどの
ようにＰＨを報告するか（たとえば、広帯域ＰＨ、搬送波ごとのＰＨ、搬送波群ごとのＰ
Ｈ、またはそれらの組合せを報告すること）に関して各ＷＴＲＵを構成することができる
。
【００７９】
シナリオ２
　搬送波群ｍ上の総ＷＴＲＵ送信電力が、予め定義された、かつ／または設定された最大
送信電力ＰCMAX（ｍ）の対象であり、ここでＰCMAX（ｍ）は、搬送波群ｍについての設定
された最大許容ＷＴＲＵ送信電力（単位ｄＢｍ）である。ＰCMAX（ｍ）は、ＷＴＲＵパワ
ークラス、許容差および調整、ならびにｅノードＢによってＷＴＲＵにシグナリングされ
る最大許容送信電力（おそらくは搬送波群あたり）の何らかの組合せに依存する可能性が
ある。搬送波群は、１つまたは複数の搬送波からなることができる。いくつかの搬送波が
搬送波群として構成される１つの理由は、複数の搬送波が１つのＲＦ　ＰＡに関連付けら
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れている場合である。あるいは、搬送波のグループ化は、たとえば、搬送波－ＰＡ関連付
けにかかわらず、より上位の層のシグナリングを介してｅノードＢによって構成されても
よい。
【００８０】
　Ωmが搬送波群ｍ内の搬送波の集合を示すものとする。有効なＵＬグラントのない特定
の搬送波について、その送信電力はゼロとすることができる（すなわち、サブフレームｉ
内でＵＬグラントを有していない搬送波ｋについてＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）＝０である）。
【００８１】
方法２．Ａ
　この方法では、サブフレームｉ内のＷＴＲＵについての広帯域ＰＨが
【００８２】
【数１３】

【００８３】
または
【００８４】
【数１４】

【００８５】
として定義される。
【００８６】
　あるいは、
【００８７】
【数１５】

【００８８】
または
【００８９】

【数１６】

【００９０】
である。
【００９１】
　上式で、Ｍは搬送波群の数である。
【００９２】
　ＷＴＲＵは、任意選択で、ＵＬグラントのない搬送波について広帯域ＰＨを報告するこ
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とができ、このＰＨは、ＰＨWB_NG（ｉ）として示される。
【００９３】
【数１７】

【００９４】
　上式で、ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）は、先に定義された通りである。ｋが、ｋ＝１，．．
．，Kである搬送波番号であり、Ωが、アクティブ搬送波の集合（それぞれがサブフレー
ムｉについてのＵＬグラントを有する）であることを想起すると、式１４における計算さ
れたＵＬ電力は、アクティブ搬送波Ωの集合内にないｋ＝１，．．．，Kの集合内の搬送
波のサブセットにわたる合計である。
【００９５】
方法２．Ｂ
　この方法では、搬送波群あたりのＰＨが定義される。サブフレームｉ内でグループ内の
１つまたは複数の搬送波について有効なＵＬグラントを有する（したがってＰＵＳＣＨ送
信を有する）各ＵＬ搬送波群ｍについて、そのＰＨは、
【００９６】

【数１８】

【００９７】
として定義される。
【００９８】
　上式で、ＰCMAX（ｍ）は、先に定義された通りである。
【００９９】
　グループ内のどの搬送波についてもＵＬグラントを有していない各ＵＬ搬送波群ｍにつ
いて、ＷＴＲＵは、任意選択で、そのＰＨを報告することができ、このＰＨは、基準グラ
ントパラメータ（ＰＵＳＣＨ割当て、トランスポートフォーマットなど）に基づいて、
【０１００】
【数１９】

【０１０１】
として定義される。
【０１０２】
　上式で、ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）は、式９の場合と同様に定義される。
【０１０３】
　前述のように、搬送波群固有のＰＨ報告は、典型的には、グループ内の搬送波が連続的
であり（またおそらくは同様のＵＬグラントを有し）、その結果、それらの送信電力レベ
ルが互いに近い（ＰＨ値が互いに同様のものになる）場合に使用することができる。
【０１０４】
方法２．Ｃ
　この方法では、搬送波あたりのＰＨが定義される。サブフレームｉ内の有効なＵＬグラ
ントを有する（したがってＰＵＳＣＨ送信を有する）Ωm内のＵＬ搬送波ｋについて、そ
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のＰＨは、
ＰＨ（ｋ，ｉ）＝ＰCMAX_carrier（ｋ）－ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）　　　式（１７）
として定義される。
【０１０５】
　上式で、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、Ωm内のｋ番目の搬送波の、設定された最大ＷＴＲ
Ｕ送信電力であり、
【０１０６】
【数２０】

【０１０７】
または
【０１０８】

【数２１】

【０１０９】
として定義することができる。
【０１１０】
　上式で、式１７ｂにおける合計は、各搬送波がＵＬグラントを有する、搬送波群内の搬
送波についてのみ適用される。
【０１１１】
　各搬送波が同じ帯域幅を有するとき、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、Ωm内の搬送波すべて
について同一である。あるいは、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、各搬送波ｋについて異なるよ
うに、または独立に構成されてもよいが、Ωm内のすべての搬送波ｋについてのＰCMAX_ca

rrier（ｋ）の和は、搬送波群最大送信電力ＰCMAX（ｍ）の対象であり、すなわち、式１
７ａについて
【０１１２】
【数２２】

【０１１３】
、または式１７ｂについて
【０１１４】
【数２３】

【０１１５】
である。あるいは、ＰCMAX_carrier（ｋ）は、簡単にするために、Ωm内のｋすべてにつ
いて一定の値に設定されてもよい。
【０１１６】
　ＵＬグラントを有していない各ＵＬ搬送波ｋについて、ＷＴＲＵは、任意選択で、その
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ＰＨを報告することができ、このＰＨは、基準グラントパラメータ（ＰＵＳＣＨ割当て、
トランスポートフォーマットなど）に基づいて、
ＰＨ（ｋ，ｉ）＝ＰCMAX_carrier（ｋ）－ＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）　　　式（１８）
として定義される。
【０１１７】
　上式で、
【０１１８】
【数２４】

【０１１９】
およびＰPUSCH_REF（ｋ，ｉ）は、式９の場合と同様に定義される。
【０１２０】
方法２．Ｄ
　広帯域と搬送波（または搬送波群）固有の方法の組合せを使用することができる。たと
えば、広帯域ＰＨおよび搬送波固有のＰＨ値を報告すること、および広帯域ＰＨおよび搬
送波群固有のＰＨ値を報告することである。ｅノードＢは、ＷＴＲＵがどのようにＰＨを
報告するか（たとえば、広帯域ＰＨ、搬送波ごとのＰＨ、搬送波群ごとのＰＨ、またはそ
れらの組合せを報告すること）に関して各ＷＴＲＵを構成することができる。
【０１２１】
方法２．Ｅ
　この方法では、ＰＨ計算が基準搬送波に基づいている。パスロスは搬送周波数に依存す
るので（すなわち、搬送周波数が高いほどパスロスが大きくなる）、ＰＨの報告は、基準
コンポーネントキャリア、たとえば最も低い搬送周波数を有する搬送波または最も高い搬
送周波数を有する搬送波に基づいている。他の搬送波についてのパワーヘッドルーム値は
、基準搬送波に比べて計算および報告される。あるいは、ＷＴＲＵが基準搬送波について
ＰＨを報告し、ｅノードＢが、報告された基準ＰＨに従って他の搬送波についてＰＨを推
定する。この方法は、シナリオ１およびシナリオ３にも適用可能である。
【０１２２】
シナリオ３
　搬送波群ｍ上の総ＷＴＲＵ送信電力が、予め定義された、かつ／または設定された最大
送信電力ＰCMAX（ｍ）の対象である。ＰCMAX（ｍ）は、ＷＴＲＵパワークラス、許容差お
よび調整、ならびにｅノードＢによってＷＴＲＵにシグナリングされる最大許容送信電力
（おそらくは搬送波群あたり）の何らかの組合せに依存する可能性がある。１つまたは複
数の搬送波が搬送波群内にある可能性がある。さらに、すべての集合搬送波上のＷＴＲＵ
送信電力の和が、予め定義された、かつ／または設定された最大許容送信電力ＰCMAX_tot

alの対象であり、ここで
【０１２３】

【数２５】

または
【０１２４】
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【数２６】

【０１２５】
である。ＰCMAX_totalは、ＷＴＲＵパワークラス、許容差および調整、ならびにｅノード
ＢによってＷＴＲＵにシグナリングされる最大許容アグリゲート送信電力の何らかの組合
せに依存する可能性がある。このシナリオは、１つまたは複数の搬送波のグループについ
てＷＴＲＵ送信信号増幅／電力を制御するＲＦ　ＰＡがあり、最大送信電力が各搬送波群
について構成され、最大送信電力がすべての搬送波（または搬送波群）について構成され
る場合に対応する。
【０１２６】
　考察の便宜上、式３と同様に、ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）を使用して、どの最大送信電力制
限をも考慮する前の、所与のＵＬスケジューリンググラント（ＲＢ割当て、ＭＣＳ、電力
制御コマンドなど）によって必要とされる、搬送波ｋ上、サブフレームｉ内のＷＴＲＵ送
信電力を示す。ＬＴＥ－ＡにおけるＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）の厳密な式は、ＬＴＥ－Ａ標準
によって採用されている電力制御手順および式によって決まる。残りの部分の考察では、
提案されている方法は、ＰPUSCH_UG（ｋ，ｉ）を決定するために使用されるＵＬ電力制御
手順および式から独立している。
【０１２７】
　本明細書では、Ｋ≧１として、Ｋ個の集合搬送波があると仮定する。Ｋ個の搬送波のう
ち、Ｍ個の搬送波（Ｍ≦Ｋ）が、サブフレームｉ内で有効なＵＬグラントを有する。Ωが
、有効なＵＬグラントを有する搬送波すべての集合を示すものとする。
【０１２８】
方法３．Ａ
　この方法では、サブフレームｉについてのＷＴＲＵに関する広帯域ＰＨが式６で定義さ
れる。この広帯域ＰＨ報告には、単一の値を報告することによってシグナリングオーバー
ヘッドを最小限に抑えるという利点がある。ＷＴＲＵは、任意選択で、ＵＬグラントのな
い搬送波についての広帯域ＰＨを報告することができ、このＰＨは、式１４で定義される
ＰＨWB_NG（ｉ）として示される。
【０１２９】
方法３．Ｂ
　この方法では、搬送波あたりのＰＨが定義される。サブフレームｉ内で有効なＵＬグラ
ントを有する（したがってＰＵＳＣＨ送信を有する）各ＵＬ搬送波ｋについて、そのＰＨ
は、式１７で定義され、さらに
【０１３０】

【数２７】

【０１３１】
に制約される。ＵＬグラントを有していない各ＵＬ搬送波ｋについて、ＷＴＲＵは、任意
選択でそのＰＨを報告することができ、そのＰＨは、式１８において基準パラメータ（Ｐ
ＵＳＣＨ割当て、トランスポートフォーマットなど）に基づいて定義され、さらに
【０１３２】
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【０１３３】
に制約される。
【０１３４】
方法３．Ｃ
　この方法では、搬送波群あたりのＰＨが定義される。サブフレームｉ内でグループ内の
少なくとも１つの搬送波について有効なＵＬグラントを有する（したがってＰＵＳＣＨ送
信を有する）各ＵＬ搬送波群ｍについて、そのＰＨは、式１５で定義され、さらに
【０１３５】
【数２９】

【０１３６】
に制約される。グループ内のどの搬送波についてもＵＬグラントを有していない各ＵＬ搬
送波群ｍについて、ＷＴＲＵは、任意選択で、そのＰＨを報告することができ、このＰＨ
は、基準グラントパラメータ（ＰＵＳＣＨ割当て、トランスポートフォーマットなど）に
基づいて、式１６で定義され、さらに
【０１３７】

【数３０】

に制約される。
【０１３８】
方法３．Ｄ
　広帯域と搬送波（または搬送波群）固有の方法の組合せを使用することができる。たと
えば、広帯域ＰＨおよび搬送波固有のＰＨ値を報告すること、および広帯域ＰＨおよび搬
送波群固有のＰＨ値を報告することである。ｅノードＢは、ＷＴＲＵがどのようにＰＨを
報告するか（たとえば、広帯域ＰＨ、搬送波ごとのＰＨ、搬送波群ごとのＰＨ、またはそ
れらの組合せを報告すること）に関して各ＷＴＲＵを構成することができる。
【０１３９】
キュービックメトリックを考慮したパワーヘッドルーム
　ＬＴＥ－ＡのＵＬでは、キャリアアグリゲーション、改良された多元接続技法（ＯＦＤ
ＭＡまたはクラスタをベースとするＤＦＴ－ＯＦＤＭＡなど）、およびＭＩＭＯを含めて
、いくつかの要因により、シングルキャリア特性が失われる可能性がある。シングルキャ
リア特性のない信号は、一般に、シングルキャリア特性を有する信号より大きなキュービ
ックメトリック（ＣＭ）を有する可能性がある。そのようなより高いＣＭを有する信号を
送信することは、ＷＴＲＵのＲＦ　ＰＡ特性に応じて、公称最大電力からある程度の性能
低下またはバックオフ（ｂａｃｋｏｆｆ）を必要とする。ＷＴＲＵが公称最大電力からバ
ックオフすることが起こるのを回避するために、ＰＨ報告は、より高いＣＭの作用を含む
ことができる。たとえば、方法２．Ｂにおいて式１５で与えられる場合について、
【０１４０】
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【数３１】

【０１４１】
を使用して、ＣＭをＰＨ計算に盛り込むことができる。
【０１４２】
　上式で、Ｐ’CMAX_L－Ｔ（Ｐ’CMAX_L）≦Ｐ’CMAX≦ＰCMAX_H＋Ｔ（ＰCMAX_H）および
Ｐ’CMAX_L＝ｍｉｎ（ＰEMAX_L，ＰUMAX－ΔＣＭ（ｉ））、Ｐ’ＣMAX_H＝ｍｉｎ（ＰEMA

X_H，ＰpowerClass）である。ＰEMAX_LとＰEMAX_Hは、それぞれ、より上位の層によって
構成される最大許容電力である。ＰUMAXは、ＷＴＲＵパワークラスおよび／またはＰＡ実
装に依存する、ＷＴＲＵ最大出力電力である。ＰpowerClassは、許容差もどんなバックオ
フも考慮しない、ＷＴＲＵパワークラスに依存する、ＷＴＲＵ最大出力電力である。Ｐ’

CMAXは、先に定義されたＰCMAXの修正であり、ＰCMAXの下限がＰEMAX_LではなくＰUMAXに
よって境界を画されていることを考えると、実際にはＰCMAXの下限を下げる。ΔＣＭ（ｉ
）は、サブフレームｉ内で、シングルキャリア特性を失ったことによるより高いＣＭ（一
般に単位ｄＢ）に関連する要素である。ΔＣＭ（ｉ）は、所与のＰＡ実装を考慮して、Ｗ
ＴＲＵによって任意の既知の方法で決定される。複数のＰＡを有するＷＴＲＵの場合、こ
の方法は、各ＰＡについて独特のものとすることができる。
【０１４３】
統計ベースのパワーヘッドルーム報告
　複数のＰＨ値を報告すべき場合、ＬＴＥ－ＡにおけるＰＨＲシグナリングオーバーヘッ
ドは、ＬＴＥのＰＨＲシグナリングオーバーヘッドに比べて増大する。制御シグナリング
を節約するために、効率的なＰＨＲシグナリングを使用することができる。
【０１４４】
　オーバーヘッドを削減するために、少ない数のＰＨ値をシグナリングすることができる
。ＰＨを報告する目標は、ＵＬ送信にどれだけの電力を設定することができるかネットワ
ークに知らせることである。特定の搬送波ごとのＰＨＲを選択しネットワークにシグナリ
ングすることは困難となり得る。というのは、現在のＰＨＲ定義が、ＵＬスケジューリン
ググラント、パスロスの差、および異なるＰＡに対する制限に依存するからである。たと
えば、搬送波１におけるグラントが搬送波２におけるグラントより大きい場合、搬送波１
におけるＰＨＲは、搬送波１におけるパスロスがより小さい場合でさえ、搬送波２より小
さくなる可能性がある。
【０１４５】
　オーバーヘッドを削減するために、複数の搬送波群（または搬送波）固有のＰＨＲの統
計を使用することができる。たとえば、統計は、その集合からの最も小さいＰＨ、最も大
きいパスロス搬送波に対応するＰＨ、または最も小さいパスロス搬送波に対応するＰＨ（
ＰCMAX_carrier－パスロス）、のうちのいずれか１つとすることができる。最も小さいパ
スロス搬送波に対応するＰＨＲを選択することによって、グラント依存の側面がＰＨＲ選
択から効果的に除去される。
【０１４６】
　個々のＰＨＲの統計量を使用することができる。たとえば、ＰＨの平均、または最悪の
場合のＰＨを報告することができる。この統計量に加えて、個々の搬送波についてＰＨ値
の差を報告することもできる。
【０１４７】
差分報告
　制御シグナリングオーバーヘッドをセーブするために、差分ＰＨ報告を使用することが
できる。たとえば、方法２．Ｂについて、１つまたは複数の搬送波のＰＨ値を完全な分解
能で報告し、基準ポイントとして設定することができる。残りの搬送波についてのＰＨ値
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は、基準ポイントに対して差分で（すなわち、デルタとして）計算および報告することが
できる。別の例は、方法２．Ｄにおいて、広帯域ＰＨ値を基準ポイントとして使用するこ
とができ、次いで搬送波群固有のＰＨ値を、広帯域ＰＨ値に対して差分で計算および報告
することができる。
【０１４８】
　完全な分解能のＰＨＲ（基準ポイントとして使用される）のためのシグナリングフォー
マットは、上位互換性を維持することができるように、ＬＴＥ　Ｒ８のためのもの、すな
わち１ｄＢの分解能で範囲［４０；－２３］ｄＢを有する６ビットと同じに保つことがで
きる。ＰＨＲの差は、より少ないビットで報告されてもよい。
【０１４９】
アップリンクでのパワーヘッドルーム報告のマッピング
　ＬＴＥでは、ＰＨは、ＵＬ搬送波上でＰＵＳＣＨ上の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御
要素（ＣＥ）内で担持される。ＬＴＥ－Ａについては、いくつかの報告すべきＰＨ値があ
り得る。したがって、ＰＨＲ対ＵＬ搬送波（１つまたは複数）のマッピングを指定しなけ
ればならない。
【０１５０】
　所与のサブフレームまたは送信時間間隔（ＴＴＩ）内で１つのタイプのＰＨＲだけがト
リガされるとき、以下のＰＨＲ対ＵＬ搬送波マッピングのいずれか１つを使用することが
できる。
【０１５１】
１．搬送波固有のＰＨＲ（ＵＬグラントを有する搬送波の場合）は、それ自体のＵＬ搬送
波上で送信される。
【０１５２】
２．搬送波固有のＰＨＲ（ＵＬグラントのない搬送波の場合）は、予め定義されたＵＬ搬
送波上で送信される。
【０１５３】
３．搬送波群固有のＰＨＲ（ＵＬグラントを有する搬送波群の場合）は、その搬送波群内
の搬送波上で送信される。
【０１５４】
４．搬送波群固有のＰＨＲ（ＵＬグラントのない搬送波群の場合）は、所定の規則による
搬送波上で送信される。
【０１５５】
５．広帯域ＰＨＲは、所定の規則による１つの搬送波上でマッピングされる。
【０１５６】
　所与のサブフレームまたはＴＴＩ内で複数のタイプのＰＨＲがトリガされるときは、Ｕ
Ｌグラントのない搬送波（または複数の搬送波／搬送波群）についてのＰＨＲを、ＵＬグ
ラントを有する搬送波（または複数の搬送波／搬送波群）についてのＰＨＲと同じ搬送波
上で送信することができる。ＵＬグラントを有する広帯域ＰＨＲは、グラントを有する搬
送波固有のＰＨＲまたは搬送波群固有のＰＨＲと同じ搬送波上で送信することができ、逆
も同様である。
【０１５７】
パワーヘッドルームの報告モード
　いくつかのタイプのＰＨ情報がある。広帯域ＰＨ（ＷＢ－ＰＨＲ）は、現在のＴＴＩ内
で有効なＵＬスケジューリンググラントを有する搬送波すべてについて１つのＷＢ－ＰＨ
Ｒを含み（タイプ１）、または現在のＴＴＩ内で有効なＵＬスケジューリンググラントの
ない搬送波すべてについて１つのＷＢ－ＰＨＲを含む（タイプ２）。搬送波固有または搬
送波群固有のＰＨＲ（ＣＳ－ＰＨＲ）は、現在のＴＴＩ内で有効なＵＬスケジューリング
グラントを有する各搬送波または搬送波群について１つのＣＳ－ＰＨＲを含み（タイプ３
）、または現在のＴＴＩ内で有効なＵＬスケジューリンググラントのない各搬送波または
搬送波群について１つのＣＳ－ＰＨＲを含む（タイプ４）。
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【０１５８】
　このシステムは、いくつかのＰＨ報告モードをサポートすることができ、これらのＰＨ
報告モードは、ｅノードＢによって、ＲＲＣシグナリングまたはＬ１／Ｌ２シグナリング
を介して構成および再構成することができる。キャリアアグリゲーションを用いるＬＴＥ
－ＡのためのＰＨ報告は、上述のタイプのいずれか１つ、またはそれらの組合せとするこ
とができる。たとえば、ＵＬ多元接続方式、ＵＬ電力制御方式に応じて、また最大ＷＴＲ
Ｕ送信電力制限が搬送波ごとであるか、それとも搬送波全部にわたるものかに応じて、以
下の報告モードが可能である。
レポートモード１：タイプ１ＰＨのみ
レポートモード２：タイプ３ＰＨのみ
レポートモード３：タイプ１およびタイプ３ＰＨ
レポートモード４：タイプ１およびタイプ２ＰＨ
レポートモード５：タイプ３およびタイプ４ＰＨ
レポートモード６：タイプ１、タイプ２、およびタイプ３ＰＨ
レポートモード７：タイプ１、タイプ３、およびタイプ４ＰＨ
レポートモード８：タイプ１、タイプ２、タイプ３、およびタイプ４ＰＨ
【０１５９】
パワーヘッドルーム報告手順の構成
　異なるタイプのＰＨに使用される報告パラメータ（ＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭ
ＥＲ、ＤＬ＿ＰａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ、およびＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭ
ＥＲ）を構成し、各タイプのＰＨについて報告頻度を制御することができる。ＰＨタイプ
ｉ（ただし、ｉ＝１、２、３、または４）について、パラメータＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨ
Ｒ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）、ＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）、およびＤＬ＿Ｐ
ａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ（ｉ）を使用することができる。
【０１６０】
　以下は、報告パラメータ構成の例である。
【０１６１】
　タイプ２ＰＨおよびタイプ４ＰＨを、タイプ１ＰＨおよびタイプ３ＰＨより少ない頻度
で報告することができる。タイプ２ＰＨおよびタイプ４ＰＨについての報告パラメータ（
ＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）、ＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ
（ｉ）、およびＤＬ＿ＰａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ（ｉ））のいくつか、またはすべて
が、タイプ１およびタイプ３についてのものより大きい。より大きいＰＲＯＨＩＢＩＴ＿
ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）値は、イベントによってトリガされるＰＨＲ（すなわち、パス
ロスの変化によってトリガされる）と最後のＰＨＲとの間の時間がより大きくなり得るこ
とを意味する。より大きなＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）値は、２つの周
期的なＰＨＲ間の時間がより大きくなり得ることを意味する。より大きなＤＬ＿Ｐａｔｈ
ｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ（ｉ）値は、（非周期的な）ＰＨＲをトリガするためのＤＬパスロ
スの変化がより大きくなり得ることを意味する。
【０１６２】
　タイプ１ＰＨは、最大ＷＴＲＵ送信電力制限が、搬送波全部にわたるＷＴＲＵ送信電力
の和である場合に、タイプ３ＰＨより多くの頻度で報告することができる。この場合、タ
イプ３ＰＨについてのパラメータ（ＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）、ＰＥ
ＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）、およびＤＬ＿ＰａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ
（ｉ））のいくつか、またはすべてが、タイプ１についてのものより大きい。
【０１６３】
　タイプ３ＰＨは、最大ＷＴＲＵ送信電力制限が、搬送波全部にわたるのではなく搬送波
ごとである場合に、タイプ１ＰＨより多くの頻度で報告することができる。この場合、タ
イプ１ＰＨについてのパラメータ（ＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）、ＰＥ
ＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）、およびＤＬ＿ＰａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ
（ｉ））のいくつか、またはすべてが、タイプ３についてのものより大きい。
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【０１６４】
　様々なＰＨＲタイプの周期性に関して、ｅノードＢは、各ＰＨＲタイプを定義すること
ができ、必要に応じて各タイプの報告周期性を設定することができる。報告の頻度および
タイプは、ｅノードＢのスケジューラの機能に関する。
【０１６５】
　いくつかの搬送波にわたって定義されたＰＨ（たとえば、広帯域ＰＨまたは搬送波群固
有のＰＨ）について、等価パスロスＰＬeqと呼ばれるパスロスメトリックをＰＨ報告に使
用することができる。等価パスロスは、当該の搬送波の中の最大（または最小）パスロス
、当該の搬送波の平均パスロス、または当該の搬送波の中のパスロスの重み付け平均、の
うちのいずれか１つとすることができる。
【０１６６】
　各搬送波のパスロスは、（すべての搬送波または搬送波のグループの中での）総ＷＴＲ
Ｕ計算送信電力に対するその貢献度によって重み付けすることができる。パスロスは、以
下の要素、すなわち、サブフレームｉについて有効なリソースブロックの数で表された、
各搬送波上のＰＵＳＣＨリソース割当ての帯域幅、トランスポートフォーマット率、およ
びサブフレームｉについての（ＵＬ電力制御コマンドによる）送信電力調整ステップによ
って重み付けすることができる。トランスポートフォーマット率は、ＫS＝１．２５につ
いてΔＴＦ（ｉ）＝１０１ｏｇ10（２MPR(i)×KS－１）、ＫS＝０についてΔＴＦ（ｉ）
＝０によって決定され、ここでＫSは、ＲＲＣによって与えられるセル固有のパラメータ
である。
【０１６７】

【数３２】

【０１６８】
であり、上式で、ＴＢＳ（ｉ）は、サブフレームｉについてのトランスポートブロックサ
イズであり、ＮRE（ｉ）は、リソース要素の数である。
【０１６９】
広帯域パワーヘッドルーム報告手順
　広帯域ＰＨ報告の場合については、ＷＢ－ＰＨＲタイプについて、セル帯域幅全体に対
して１つのＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）と１つのＰＥＲＩＯＤＩＣ　Ｐ
ＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）を維持する（たとえば、スタート、動作中、満了、再スタート）
ことができる。
【０１７０】
　タイプｉのＰＨＲは、以下のイベントのいずれかが発生した場合、トリガされる可能性
がある。
【０１７１】
　１．ＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）が満了し、またはすでに満了してお
り、最後のＰＨＲ以来、パスロスがＤＬ＿ＰａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ（ｉ）ｄＢを超
えて変化した。広帯域ＰＨＲについて、ＰＨＲトリガに使用されるパスロスは、上記で定
義されたＰＬeqである。
【０１７２】
　２．ＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）が満了し、この場合、ＰＨＲは「周
期的なＰＨＲ（Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　ＰＨＲ）」と呼ばれる。
【０１７３】
　３．周期的なＰＨＲの構成および再構成（またはリセット）時。
【０１７４】
　ＰＨ報告手順によって、タイプｉのＰＨＲが、同じタイプのＰＨＲの最後の送信以来ト
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リガされたと判定された場合、およびＷＴＲＵが、このＴＴＩについて、新しい送信に割
り当てられたＵＬリソースを有する場合には、図２に示されている方法２００を実施する
ことができる。
【０１７５】
　ＰＨ値が物理層から得られる（ステップ２０２）。ＭＡＣにおける多重化およびアセン
ブリ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ）手順が指令され、得られ
たＰＨ値に基づいてＰＨＲ　ＭＡＣ　ＣＥを生成する（ステップ２０４）。ＰＨＲが周期
的なＰＨＲであるかどうか判定される（ステップ２０６）。ＰＨＲが周期的なＰＨＲであ
る場合には、ＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）を再スタートする（ステップ
２０８）。ＰＨＲが周期的なＰＨＲでない場合（ステップ２０６）、またはＰＥＲＩＯＤ
ＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）を再スタートした後（ステップ２０８）、ＰＲＯＨＩＢ
ＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）を再スタートする（ステップ２１０）。次いで、方法が
終了する。
【０１７６】
　ＰＨＲを送信することができるときまでに１つのタイプのＷＢ－ＰＨＲについて複数の
イベントが発生した場合でさえ、１タイプあたり１つのＰＨＲがＭＡＣ　ＰＤＵに含まれ
る。
【０１７７】
搬送波固有または搬送波群固有のパワーヘッドルーム報告手順
　別の例では、搬送波固有または搬送波群固有のＰＨ報告の場合について、各搬送波また
は搬送波群ごとに、各ＣＳ－ＰＨＲタイプについて１つのＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿Ｔ
ＩＭＥＲおよび１つのＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲが維持される。同じタイプ
内では、１つの搬送波または搬送波群のＰＨ報告手順は、他の搬送波または搬送波群から
独立している。
【０１７８】
　各搬送波または搬送波群のタイプｉのＰＨＲは、以下のイベントのいずれかが発生した
場合、トリガされる可能性がある。
【０１７９】
　１．この搬送波または搬送波群のＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿ＴＩＭＥＲ（ｉ）が満了
し、またはすでに満了しており、この搬送波または搬送波群の最後のＰＨＲ以来、パスロ
スがＤＬ＿ＰａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ（ｉ）ｄＢを超えて変化した。搬送波固有のＰ
Ｈについて、パスロスは、ＬＴＥの場合と同じ定義に従う。搬送波群固有のＰＨについて
、パスロスは、上記で定義されたＰＬeqである。
【０１８０】
　２．この搬送波または搬送波群のＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）が満了
し、この場合、ＰＨＲは「周期的なＰＨＲ（Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　ＰＨＲ）」と呼ばれる。
【０１８１】
　３．周期的なＰＨＲの構成および再構成（またはリセット）時。
【０１８２】
　ＰＨ報告手順によって、この搬送波または搬送波群についてのタイプｉのＰＨＲが、同
じタイプのＰＨＲの最後の送信以来トリガされたと判定された場合、およびＷＴＲＵが、
このＴＴＩについて、新しい送信に割り当てられたＵＬリソースを有する場合には、図３
に示されている方法３００を実施することができる。
【０１８３】
　ＰＨ値が物理層から得られる（ステップ３０２）。ＭＡＣにおける多重化およびアセン
ブリ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ）手順が指令され、得られ
たＰＨ値に基づいてＰＨＲ　ＭＡＣ　ＣＥを生成する（ステップ３０４）。ＰＨＲが周期
的なＰＨＲであるかどうか判定される（ステップ３０６）。ＰＨＲが周期的なＰＨＲであ
る場合には、この搬送波または搬送波群についてＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ
（ｉ）を再スタートする（ステップ３０８）。ＰＨＲが周期的なＰＨＲでない場合（ステ
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ップ３０６）、またはＰＥＲＩＯＤＩＣ　ＰＨＲ　ＴＩＭＥＲ（ｉ）を再スタートした後
（ステップ３０８）、この搬送波または搬送波群についてＰＲＯＨＩＢＩＴ＿ＰＨＲ＿Ｔ
ＩＭＥＲ（ｉ）を再スタートする（ステップ３１０）。次いで、方法が終了する。
【０１８４】
　ＰＨＲを送信することができるときまでに、１つの搬送波または搬送波群ごとに、１つ
のタイプのＰＨＲについて複数のイベントが発生した場合でさえ、搬送波または搬送波群
あたりに１タイプあたり１つのＰＨＲしかＭＡＣ　ＰＤＵに含まれない可能性がある。し
かし、同じタイプまたは異なるタイプの複数のＰＨＲがＭＡＣ　ＰＤＵに含まれてもよい
（ＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダがＭＡＣ　ＣＥを暗示し、次いで１つのＭＡＣ　ＣＥもまた、
複数の制御コマンド、たとえば複数のＰＨＲを連結することができる）。
【０１８５】
　あるいは、ＷＴＲＵがバッファステータスレポート（ＢＳＲ）を送ることによって、ま
た周期的なＰＨＲが現在動作していない場合、ＰＨＲをトリガすることができる。ＵＬ搬
送波の数にかかわらず、ＷＴＲＵについてＢＳＲ値が１つだけ報告される。一例では、Ｗ
ＴＲＵがＵＬグラントを有するときＢＳＲを送ることができ、そのＢＳＲは、ｅノードＢ
にバッファステータスを知らせる。ＰＵＳＣＨ上のパディングビットの数が、１つの設定
されたＰＨＲタイプにそのサブヘッダを加えたもののサイズ以上である場合、パディング
ビットを送るのではなく、少なくとも１つのＰＨＲタイプがＢＳＲと共にＰＵＳＣＨ上で
報告される。ＰＨＲをＢＳＲと共に送ることにより、ｅノードＢには、ＷＴＲＵでの現在
の状況のより完全な全体像がもたらされ、その結果、ｅノードＢスケジューラは、より適
切なアクションを起こすこと。また、ＢＳＲが空であるとき、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨ上
で空のＢＳＲを送るのではなく、ＢＳＲの代わりに１つまたは複数のＰＨＲ（広帯域タイ
プ、搬送波固有のタイプ、または搬送波群固有のタイプ）を送信することができる。ＰＨ
Ｒを、ＢＳＲ内の要求されたリソースに従ってレポートモードに設定することができ、報
告されるＰＨは、そのレポートのために計算された一時的なＰＨ値である。
【０１８６】
典型的なＬＴＥシステム構成
　図４は、拡張ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）４０５を
含むロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信システム／アクセスネット
ワーク４００を示す。Ｅ－ＵＴＲＡＮ４０５は、ＷＴＲＵ４１０と、いくつかの拡張ノー
ドＢ（ｅＮＢ）４２０とを含む。ＷＴＲＵ４１０は、ｅＮＢ４２０と通信する。ｅＮＢ４
２０は、Ｘ２インターフェースを使用して互いにインターフェースする。ｅＮＢ４２０の
それぞれは、Ｓ１インターフェースを介して無線通信移動管理装置（ＭＭＥ）／サービン
グゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）４３０とインターフェースする。図４には、単一のＷＴＲＵ
４１０と３つのｅＮＢ４２０が示されているが、ワイヤレスデバイスと有線デバイスの任
意の組合せをワイヤレス通信システム／アクセスネットワーク４００に含めることができ
ることは明らかなはずである。
【０１８７】
　図５は、ＷＴＲＵ４１０と、ｅＮＢ４２０と、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ４３０とを含むＬＴＥ
ワイヤレス通信システム５００の典型的なブロック図である。図５に示されているように
、ＷＴＲＵ４１０、ｅＮＢ４２０、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ４３０は、キャリアアグリゲーショ
ンのためのアップリンクパワーヘッドルーム報告の方法を実施するように構成される。
【０１８８】
　典型的なＷＴＲＵに見出すことができる構成要素に加えて、ＷＴＲＵ４１０は、任意選
択のリンクされたメモリ５２２を有するプロセッサ５１６と、少なくとも１つのトランシ
ーバ（送受信機）５１４と、任意選択のバッテリ５２０と、アンテナ５１８とを含む。プ
ロセッサ５１６は、キャリアアグリゲーションのためのアップリンクパワーヘッドルーム
報告の方法を実施するように構成される。トランシーバ５１４は、プロセッサ５１６およ
びアンテナ５１８と通信し、ワイヤレス通信の送信および受信を円滑に進める。ＷＴＲＵ
４１０内でバッテリ５２０が使用される場合、バッテリ５２０は、トランシーバ５１４お
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よびプロセッサ５１６に給電する。
【０１８９】
　典型的なｅＮＢに見出すことができる構成要素に加えて、ｅＮＢ４２０は、任意選択の
リンクされたメモリ５１５を有するプロセッサ５１７と、トランシーバ５１９と、アンテ
ナ５２１とを含む。プロセッサ５１７は、キャリアアグリゲーションのためのアップリン
クパワーヘッドルーム報告の方法を実施するように構成される。トランシーバ５１９は、
プロセッサ５１７およびアンテナ５２１と通信し、ワイヤレス通信の送信および受信を円
滑に進める。ｅＮＢ４２０は、任意選択のリンクされたメモリ５３４を有するプロセッサ
５３３を含む無線通信移動管理装置／サービングゲートウェイ（ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ）４３
０に接続される。
【０１９０】
実施形態
１．搬送波固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、搬送波あたりの最
大電力を計算するステップと、前記搬送波が有効なアップリンクグラントを有するという
条件で、式７に従って前記パワーヘッドルームを計算するステップと、前記計算されたパ
ワーヘッドルームを報告するステップとを含むことを特徴とする方法。
【０１９１】
２．搬送波あたりの最大電力を計算するステップは、式１７ｂに基づいていることを特徴
とする実施形態１に記載の方法。
【０１９２】
３．搬送波固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、搬送波あたりの最
大電力を計算するステップと、前記搬送波が有効なアップリンクグラントを有していない
という条件で、式８に従って前記パワーヘッドルームを計算するステップと、前記計算さ
れたパワーヘッドルームを報告するステップとを含むことを特徴とする方法。
【０１９３】
４．搬送波あたりの最大電力を計算するステップは、式１７ａに基づいていることを特徴
とする実施形態１または３に記載の方法。
【０１９４】
５．搬送波群内の搬送波すべてについての搬送波あたりの最大電力の和が前記搬送波群に
ついての最大送信電力によって制限されることを特徴とする実施形態２または４に記載の
方法。
【０１９５】
６．搬送波群固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、搬送波あたりの
最大電力を計算するステップと、前記搬送波群内の少なくとも１つの搬送波が有効なアッ
プリンクグラントを有するという条件で、式１０に従って前記群のパワーヘッドルームを
計算するステップと、前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップとを含むこ
とを特徴とする方法。
【０１９６】
７．搬送波群固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、搬送波あたりの
最大電力を計算するステップと、前記搬送波群内のどの搬送波も有効なアップリンクグラ
ントを有していないという条件で、式１１に従って前記群のパワーヘッドルームを計算す
るステップと、前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップとを含むことを特
徴とする方法。
【０１９７】
８．搬送波あたりの最大電力を計算するステップは、式７ａに基づいていることを特徴と
する実施形態１、３、６、または７の一項に記載の方法。
【０１９８】
９．搬送波あたりの最大電力を計算するステップは、式７ｂに基づいていることを特徴と
する実施形態１、３、６、または７の一項に記載の方法。
【０１９９】
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１０．搬送波すべてについての搬送波あたりの最大電力の和が総最大送信電力によって制
限されることを特徴とする実施形態８または９に記載の方法。
【０２００】
１１．搬送波群固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、前記搬送波群
内の少なくとも１つの搬送波が有効なアップリンクグラントを有するという条件で、式１
５に従って前記群のパワーヘッドルームを計算するステップと、前記計算されたパワーヘ
ッドルームを報告するステップとを含むことを特徴とする方法。
【０２０１】
１２．搬送波群固有のパワーヘッドルームを報告するための方法であって、前記搬送波群
内のどの搬送波も有効なアップリンクグラントを有していないという条件で、式１６に従
って前記群のパワーヘッドルームを計算するステップと、前記計算されたパワーヘッドル
ームを報告するステップとを含むことを特徴とする方法。
【０２０２】
１３．広帯域パワーヘッドルームを報告するための方法であって、式６、式１２ａ、式１
２ｂ、式１３ａ、または式１３ｂのいずれか１つに従って前記パワーヘッドルームを計算
するステップと、前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップとを含むことを
特徴とする方法。
【０２０３】
１４．有効なアップリンクグラントのない搬送波について広帯域パワーヘッドルームを報
告するための方法であって、式１４に従って前記パワーヘッドルームを計算するステップ
と、前記計算されたパワーヘッドルームを報告するステップとを含むことを特徴とする方
法。
【０２０４】
１５．構成可能なパワーヘッドルームを報告するための方法であって、広帯域パワーヘッ
ドルーム報告、搬送波固有のパワーヘッドルーム報告、または搬送波群固有のパワーヘッ
ドルーム報告のための方法のいずれか１つを組み合わせるステップを含むことを特徴とす
る方法。
【０２０５】
１６．いずれかの前記実施形態に記載のパワーヘッドルームを報告するための方法におい
て、キュービックメトリックの作用を考慮するステップであって、前記最大送信電力の制
限は、前記最大送信電力の下限を、最大のワイヤレス送信／受信ユニットの出力電力に基
づく値に調整することによって修正される、ステップをさらに含むことを特徴とする方法
。
【０２０６】
１７．いずれかの前記実施形態に記載のパワーヘッドルームを報告するための方法におい
て、差分パワーヘッドルーム報告を使用するステップであって、１つの搬送波または搬送
波群についてのパワーヘッドルームが、完全な分解能で報告され、基準ポイントとして設
定され、他の搬送波についてのパワーヘッドルームが、前記基準ポイントに対する差とし
て計算および報告される、ステップをさらに含むことを特徴とする方法。
【０２０７】
　上記では特徴および要素が特定の組合せで述べられているが、各特徴および要素は、他
の特徴および要素なしの単独で、または他の特徴および要素との、もしくは他の特徴およ
び要素を用いない様々な組合せで使用されてもよい。本明細書において提供されている方
法または流れ図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するためのコンピュ
ータ可読記憶媒体内に組み込まれるコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファ
ームウェアで実施することができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導
体メモリデバイス、内部ハードディスクや取外し式ディスクなど磁気媒体、光磁気媒体、
ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）など光媒体を含
む。
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【０２０８】
　好適なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ
、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連付
けられた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、特定用途向け標準製品（ＡＳＳＰ：特定分野を対象
に機能を特化させた汎用ＬＳＩ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
回路、ならびに任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械を含む。
【０２０９】
　ソフトウェアに関連付けられたプロセッサを使用し、ワイヤレス送信／受信ユニット（
ＷＴＲＵ）、ユーザイクイップメント（ＵＥ）、端末、基地局、無線通信移動管理装置（
ＭＭＥ）、または拡張パケットコア（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ　（ＥＰ
Ｃ））、あるいは任意のホストコンピュータ内で使用するための無線周波数トランシーバ
を実装することができる。ＷＴＲＵは、ハードウェアおよび／またはソフトウェア無線（
ＳＤＲ）を含むソフトウェアで実装されるモジュール、ならびにカメラ、ビデオカメラモ
ジュール、テレビ電話、スピーカフォン、振動デバイス、スピーカ、マイクロフォン、テ
レビトランシーバ、ハンドフリー用ハンドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、近距離無線通信規格（Ｎｅａｒ
　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（ＮＦＣ））モジュール、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニッ
ト、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、イン
ターネットブラウザ、および／または任意のワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）モジュールもしくは超広帯域無線（ＵＷＢ）モジュールなど他の構成要素と共に
使用することができる。

【図１ａ】 【図１ｂ】
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